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問　
今
議
員

①
長
い
間
、
各
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
き

た
郷
土
芸
能
の
無
形
文
化
な
ど
の
保

護
や
保
存
、
伝
承
の
考
え
は
。

②
人
口
減
少
に
伴
い
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
観
光
・
経
済
な
ど
の
分
野
を
一

体
に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
活
発
に

行
う
べ
き
と
思
う
が
。

③
地
域
の
実
情
を
都
市
部
で
暮
ら
す
深

浦
出
身
者
と
の
交
流
を
よ
り
盛
ん
に

し
、
課
題
克
服
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　
町
長

①
町
で
は
、
無※

形
民
俗
文
化
財
の
保
存

や
継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
指

定
団
体
へ
の
運
営
費
補
助
金
の
交
付

を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
衣
装
や
太
鼓

等
が
必
要
な
団
体
に
は
、
求
め
に
応

じ
て
購
入
費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
各

団
体
で
担
い
手
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
る
の
で
、
財
政
的
な
支
援
の
ほ
か

に
、
関
係
団
体
の
活
動
を
広
報
等
で

紹
介
す
る
な
ど
、
町
の
宝
で
あ
る
郷

土
芸
能
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
る
。 

②
③
当
町
は
、
世
界
自
然
遺
産
「
白
神

山
地
」
を
始
め
、
十
二
湖
な
ど
風
光

明
媚
な
自
然
観
光
資
源
と
円
覚
寺
な

ど
の
歴
史
文
化
資
源
を
数
多
く
保
有

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用

し
つ
つ
、
都
市
部
と
の
地
域
間
交
流

を
通
じ
て
関
係
人
口
の
創
出
を
図
り
、

郷
土
芸
能
に
外
部
か
ら
参
加
し
や
す

い
環
境
を
作
る
こ
と
で
、
観
光
産
業

の
更
な
る
活
性
化
と
、
地
域
に
伝
承

さ
れ
た
伝
統
文
化
の
維
持
や
継
承
の

相
乗
効
果
が
高
ま
る
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

※
無
形
民
俗
文
化
財
…
当
町
に
は
、
現
在
、
県
指

定
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
岩
崎
の
鹿
島
祭
り
な

ど
３
件
、
町
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
岩
崎

花
上
げ
踊
り
な
ど
４
件
あ
る
。

河
川
環
境

今
の
子
供
た
ち
に
も

自
然
に
触
れ
る
機
会
を

『
実
施
し
て
い
る

更
に
充
実
さ
せ
た
い
』

問　
今
議
員

①
吾
妻
川
河
口
か
ら
長
慶
平
（
東
股

沢
）
エ
リ
ア
は
保
護
水
面
の
指
定
区

域
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
少
年

時
代
の
よ
う
に
、
今
の
子
供
た
ち
に

も
川
で
魚
を
捕
っ
た
り
、
自
然
に
触

れ
て
様
々
な
経
験
を
す
る
機
会
を
与

え
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
吾
妻
川
に
は
、
２
年
続
き
で
発
生
し

た
豪
雨
で
流
出
し
た
樹
木
が
河
川
を

塞
い
で
い
る
。
再
び
大
雨
に
な
れ
ば

二
次
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
こ
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
撤
去
す
る
の
か
。

答　
町
長

①
吾
妻
川
は
、
河
口
か
ら
東
股
沢
上
流

に
あ
る
第
１
堰え

ん

堤て
い

ま
で
の
約
９
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
、
農
林
水
産
大
臣
指
定

の
保
護
水
面
区
域
と
し
て
、
年
間
を

通
じ
て
、
す
べ
て
の
水
産
動
植
物
の

採
捕
が
禁
止
さ
れ
い
る
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
で
は
以
前
か
ら
、
自
然
と

わが町のここが聞きたい

触
れ
合
い
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
に
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
小
学
校
高
学
年

を
対
象
に
「
生
き
る
力
」
育
成
研
修

事
業
と
し
て
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
更
に
、

河
川
も
含
め
た
町
内
の
自
然
環
境
の

貴
重
さ
や
有
益
性
を
学
ぶ
機
会
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

②
早
速
、
吾
妻
川
東
股
沢
の
町
道
沿
い

と
南
股
沢
の
現
場
確
認
を
指
示
し
た
。

担
当
課
の
報
告
に
よ
る
と
、
河
川
沿

い
に
流
木
は
確
認
で
き
た
が
、
河
川

を
塞
ぐ
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
降
雨
の
際
は
、
道

路
や
河
川
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

危
険
な
流
木
な
ど
を
発
見
し
た
際
に

は
、
管
理
区
分
に
応
じ
て
、
青
森
県

又
は
町
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
除
去

な
ど
対
応
し
て
い
く
。

産
業
振
興

事
業
開
始
に

創
業
支
援
の
実
態
は

『
補
助
金
を
設
け

支
援
に
努
め
て
い
る
』

問　
今
議
員

①
新
分
野
で
事
業
開
始
す
る
方
に
対
す

る
創
業
支
援
の
実
態
は
。

②
自
ら
開
発
し
た
新
商
品
の
販
路
拡
大

等
の
た
め
、
町
外
で
の
商
談
会
・
展

示
会
に
参
加
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
た
が
、
今
で
も
継
続
し
て

い
る
の
か
。

答　
町
長

①
当
町
で
は
、
創
業
支
援
の
一
つ
と
し

て
「
深※

浦
町
創
業
支
援
事
業
補
助

金
」
を
設
け
て
お
り
、
広
報
ふ
か
う

ら
お
し
ら
せ
版
で
の
周
知
の
ほ
か
、

町
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
常
時

掲
載
し
な
が
ら
、
創
業
支
援
に
努
め

て
い
る
。
昨
年
度
は
、
宅
地
建
物
取

引
事
業
者
１
件
を
認
定
し
、
今
年
度

は
、
現
在
、
飲
食
事
業
者
１
件
か
ら

申
請
を
受
け
、
認
定
精
査
を
行
っ
て

い
る
。

②
深
浦
産
商
品
の
販
売
促
進
等
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
中

小
企
業
者
が
販
路
拡
大
の
た
め
に
展

示
会
等
へ
出
展
す
る
際
に
必
要
な

経
費
に
対
し
て
「
深
浦
町
販
路
拡

大
支
援
事
業
助
成
金
」
の
交
付
を
令

和
３
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
は

食
品
関
連
事
業
者
が
２
社
、
昨
年
度

は
同
じ
く
食
品
関
連
事
業
者
１
社
が

助
成
金
を
活
用
し
、
い
ず
れ
も
首
都

圏
を
会
場
に
し
た
商
談
会
に
参
加
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
県
と

町
が
連
携
し
な
が
ら
大
型
の
商
談
会

へ
参
加
す
る
計
画
も
あ
る
。
引
き
続

き
、
参
加
事
業
者
の
要
請
に
寄
り
添

い
、
積
極
的
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

事
業
継
承
対
策

不
要
船
バ
ン
ク
創
設

漁
業
を
始
め
た
い
方
へ

『
各
漁
協
と

協
議
し
て
い
き
た
い
』

問　
今
議
員

①
各
漁
協
所
属
の
不
要
船
の
調
査
を
行

い
、
漁
業
を
始
め
た
い
方
へ
の
情
報

提
供
は
出
来
な
い
か
。

②
不
要
船
バ
ン
ク
制
度
の
創
設
と
空
き

家
情
報
を
合
わ
せ
た
取
組
が
出
来
な

い
か
。

③
耕
作
放
棄
地
の
情
報
等
を
就
農
希
望

者
な
ど
に
情
報
提
供
が
出
来
な
い
か
。

答　
町
長

①
②
漁
業
は
、
漁
船
を
用
意
で
き
た
と

し
て
も
、
潮
の
流
れ
や
天
気
な
ど
、

一
人
前
に
な
る
に
は
「
安
全
操
業
の

知
識
」
や
「
漁
獲
技
術
の
習
得
」
な

ど
、
ベ
テ
ラ
ン
漁
師
や
漁
協
の
全
面

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
厳
し
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
「
不
要
船
舶
バ
ン
ク
制
度
と
新

規
就
業
者
へ
の
技
術
的
指
導
」
な
ど

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
事
業
化
で
き
る
か

各
漁
協
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

③
耕
作
放
棄
地
に
限
ら
ず
、

農
地
の
貸
借
等
を
斡
旋
す

る
仕
組
み
と
し
て
、
す
で

に
農
地
バ
ン
ク
制
度
が
あ

り
、
農
林
水
産
課
及
び
農

業
委
員
会
に
相
談
す
れ
ば
、

い
つ
で
も
農
地
を
紹
介
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

不
動
産
事
業
者
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
就
農
希
望
者

へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。

※
深
浦
町
創
業
支
援
事
業
補
助
金

…
地
域
産
業
の
振
興
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
新
た
に
創
業
す

る
事
業
者
に
対
し
て
、
店
舗
施

設
等
の
改
装
費
や
広
告
宣
伝
費

な
ど
対
象
経
費
の
75
パ
ー
セ
ン

ト
、
上
限
１
５
０
万
円
を
補
助

す
る
制
度
で
、
採
択
条
件
は
、

町
内
で
創
業
し
、
か
つ
３
年
以

上
継
続
し
て
営
業
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
事
業
（
令
和
４
年

５
月
か
ら
施
行
）

▲学生ボランティアも参加して賑わった大間越地区春日（鹿島）祭り（2018年撮影）

虫
送
り
や
五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退
散
を

目
的
と
し
た
祭
り

▲火起こし体験（アドベンチャーキャンプ2024）

わが町のここが聞きたい

郷土芸能などの
　　　保護や伝承の考えは

伝統文化振興策

問
財政的な支援のほか

後世に引き継ぐよう努めている
答

質問者の動画が
視聴できます。

今　勝吉 議員
こん かつよし

忘れてはいけない
地域文化、継続的
な振興を

つぶやきつぶやき


